
２月には、３回も原潜が横須賀基地に入港する異常事態です。地震の発生確率も、発表
の度に高まっています。原子炉事故･放射能被害が心配です。
横須賀母港をやめさせましょう。
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今年は被爆７０年です。４月には、

国連ＮＰＴ再検討会議が開かれます。

この会議で核兵器禁止条約の協議を

始め核兵器廃絶への大きな一歩を踏

み出しましょう。そのためにも「核

兵器全面禁止アピール署名」にご協

力ください。あなたの声を署名にし

て国連にとどけましょう。

１９６６年５月３０日、米原子力潜水艦スヌークが横須賀基地に入港しました。これときから原子
力艦船の横須賀入港が始まり、今年の２月１９日、原潜ルイヴィルの入港で、原子力艦船の横須賀基
地入港は９００回を数えました。この間、原子力潜水艦や、原子力空母は、何をしてきたでしょうか。

アメリカの引き起こす世界での戦争に参加し、無辜(むこ)の人びとのいのちを奪い、町を破壊して
きました。横須賀基地は、アメリカの殺戮戦争の出撃基地であり続けました。
そして、常に原子力艦船の(原子炉)事故の危険にさらされ続けてきました。
神奈川県原水協などの県内平和団体や労働組合は、毎回米軍に抗議の申し入れ行動を続けて

きました。９００回を数え、あらためて横須賀には「原子力空母も原子力潜水艦もいらない！」
とさらに声をあげ続けることがますます重要になっています。

2/5入港；原潜ハワイ 2/11入港；原潜オリンピア 2/19入港；原潜ルイヴィル


